
奈
良
医
大
病
院
眼
科
と
共
同
で
無
料
の
眼
科
健

診
を
実
施
し
ま
す
。

期
間

平
成
29
年
11
月
21
日
（
火
）
～
25
日
（
土
）

場
所

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
2
日
（
月
）
の

【
眼
科
健
診
参
加
説
明
会
】
に
お
越
し
下
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
説
明
会
参
加
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
投
函
く
だ
さ
い
。

視
力
低
下
の
主
な
原
因
と
な
る
緑
内
障
や
白

内
障
を
早
期
発
見
す
る
良
い
機
会
な
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

追
跡
健
診
は
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
平
城
京
ス
タ
デ
ィ
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
城
京
ス
タ
デ
ィ
は
、
平
成
22
年
か
ら
奈
良

県
立
医
科
大
学

疫
学
・
予
防
医
学
講
座
が
実

施
し
て
い
る
研
究
で
、
県
内
の
１
１
２
７
人

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
毎
年

皆
さ
ま
の
健
康
状
態
を
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

う
か
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
は
追
跡

期
間
が
約
5
年
目
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
は
な
く
、

血
液
検
査
、
身
体
計
測
、
骨
密
度
検
査
、
動

脈
硬
化
検
査
、
筋
力
測
定
な
ど
多
く
の
項
目

を
検
査
す
る
追
跡
健
診
を
各
地
域
で
実
施
し

ま
し
た
。
７
８
７
名
の
方
が
会
場
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
10
名
の
方
は
訪
問
調
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
追
跡
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
を
含
め
る
と

91
％
と
非
常
に
高
い
回
収
率
で
重
ね
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協

力
・
お
力
添
え
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

疫学・予防医学講座

教授 佐伯 圭吾
（さえき けいご）

眼
科
健
診
の
ご
案
内



Q. 「政府はエネルギー効率が悪い白熱灯や蛍光灯から、LED照明への転換の方針を打ち出し
ていますが、医学的な観点から照明がLEDのみになっても大丈夫なのでしょうか」

A. 約130年前にトーマス・エジソンが白熱電球を完成させて以来、人間が夜間に浴びる光
の量は増加の一途をたどっています。植物や動物だけでなく人間も、光情報を最も重要な
外部環境の因子のひとつとして利用しています。夜間の光曝露により、メラトニンという
睡眠を促す作用をもつホルモンの分泌が抑制されることがよく知られています1）。さら
に夜間の光曝露は、生体リズムの中枢である視交叉上核に直接作用し、様々な臓器の日内
リズムを変調させることが確認されています。実験室下の強い光条件ではこのような生体
反応の存在が確立していますが、実生活下で浴びる夜間の光曝露が健康にどのように影響
するかについては、医学的根拠はほとんどありませんでした。私どもは平城京スタディの
解析結果から、夜間に多く光を浴びることが肥満・糖尿病・脂質異常症・高血圧・睡眠障
害・うつ症状など多くの病態と関連することを報告してきました2-7）。
光の色という観点では、2002年に網膜に錐体細胞や桿体細胞とは異なる光受容細胞

（光感受性網膜神経節細胞）が発見されました8）。この生体リズムと関連の深い光感受
性網膜神経節細胞は、460nm付近の短波長（いわゆるブルーライト）に強い感受性を有
しているため、短波長が網膜への障害だけでなく、メラトニンの分泌抑制や生体リズムの
変調に強く関連することが示唆されています。質問内容にあるLED（Light Emitting 
Diode）の照明について、使用条件にもよりますが、一般的に白熱灯や蛍光灯などよりも
この短波長成分を多く含むため、生体への影響は大きいと考えられます。今後、技術の進
歩により、短波長成分の少ないLED照明が流通する可能性もありますが、現時点では使用
に十分注意を払う必要があると思われます。

（奈良県立医科大学 疫学・予防医学講座 講師 大林賢史）
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質問にお答えします

平城京スタディ追跡健診の受診状況

平成28年に各地域で行った追跡健診に足を運んで
いただいた787人の地域内訳は図の通りでした。非常
に多くの方にご参加いただきありがとうございました。
平成33年に予定している次回の追跡健診ではより
多くの方が会場に足を運んでいただけることを期待
しています。
引き続き、皆さまのご協力をお願いいたします。

桜井市
32人（80.0%）

明日香村
323人（70.7%）

曽爾村
53人（84.1%）

生駒市
81人（82.7%）

宇陀市
33人（73.3%）

香芝市
263人（70.5%）

その他
2人（100%）


